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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第61期

第３四半期

連結累計期間

第62期

第３四半期

連結累計期間

第61期

会計期間
自平成22年４月１日

至平成22年12月31日

自平成23年４月１日

至平成23年12月31日

自平成22年４月１日

至平成23年３月31日

売上高（百万円） 178,453 184,773 239,436

経常利益（百万円） 20,600 22,296 26,824

四半期（当期）純利益（百万円） 12,617 12,208 15,510

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
10,918 9,933 14,216

純資産額（百万円） 137,992 148,450 141,110

総資産額（百万円） 216,276 229,592 221,495

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
252.32 248.84 311.52

潜在株式調整後１株当たり四半期　

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 62.1 63.0 62.0

　

回次

第61期

第３四半期

連結会計期間

第62期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自平成22年10月１日

至平成22年12月31日

自平成23年10月１日

至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 114.20 114.82

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第61期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 業績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州での債務問題が深刻化し、中国を中心とするアジア諸国で

は経済成長が鈍化するなど、先行きの見えない状況が続いております。一方、国内においては、東日本大震災やタイ

洪水の影響による流通不安が解消され、サプライチェーンの安定化とともに企業の生産活動や収益は少しずつ上向

いてきており、国内経済は持ち直しの方向に向かっております。

住宅設備業界では、消費者の購買意欲が戻ってきたことに加え、住宅取得支援策による需要喚起に支えられ、都市

部を中心としたマンションの販売が増加するなど住宅着工戸数は堅調に推移しており、住宅関連市場において復調

の兆しが見えてまいりました。

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「改革と躍進」の最終年度にあたり、環境・省エネの時流

を背景に総合熱エネルギー機器メーカーとしてのグローバルな飛躍を目指し、世界各国の生活環境に最適な熱機器

を幅広く提供してまいりました。

販売面につきましては、海外では新興国の生活水準向上に伴う熱機器需要の拡大や先進国における環境への取組

みを追い風とする買替需要の増加により、確実な成長を維持してはいるものの、米国経済の回復の遅れや為替の影

響を受けたことで、海外売上は前年を下回りました。一方、国内ではガス機器の堅調な買替需要に加え、電力不足を

背景とした節電志向の流れがガス機器を中心とした節電・省エネ商品の販売増につながり、国内売上は堅調に推移

しました。

損益面につきましては、国内の増収効果や重点商品に対するコスト造り込み効果に加え、付加価値の高い高効率

給湯器「エコジョーズ」シリーズの伸長が利益を押し上げ、増益となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高184,773百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益20,692百

万円（前年同期比5.9％増）、経常利益22,296百万円（前年同期比8.2％増）、四半期純利益におきましては投資有

価証券評価損を計上したことにより、12,208百万円（前年同期比3.2％減）となりました。

　

　セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

〈日本〉 

９０年代に増加した住宅設備機器需要の買替期到来によりガス機器市場が拡大したことに加え、消費者の節電意

識が高まる中、厨房機器におけるガスコンロや空調機器におけるガスストーブ・ガスファンヒーターの需要が増え

たことや、給湯機器において、業界全体で普及を推進している高効率給湯器「エコジョーズ」シリーズが好調だっ

たことが当社グループの売上増に寄与しました。日本の売上高は131,643百万円（前年同期比6.3％増）、営業利益

は15,694百万円（前年同期比8.8％増）となりました。

〈韓国〉 

　厨房機器においては、他社との競争激化によりコンロの売上が減少したものの、給湯機器においては、年初の寒波

の影響や買替需要の増加に伴いボイラー販売が伸長しました。現地売上は前年を上回ったものの、為替の影響を受

けたことで、韓国の売上高は15,831百万円（前年同期比1.9％減）となりました。また、固定費の増加やコンロ販売

減少の影響を受け、営業利益は452百万円（前年同期比22.0％減）となりました。

〈アメリカ〉 

　現地経済の回復の遅れとタンクレス給湯器市場における他社との熾烈な競争を背景に、タンクレス給湯器の販売

が振るわなかったことに加え、為替の影響を受けたことで、アメリカの売上高は8,491百万円（前年同期比14.1％

減）、営業利益は260百万円（前年同期比63.8％減）となりました。
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〈オーストラリア〉 

　オーストラリア政府による積極的な環境政策の一環である電熱貯湯式給湯器の販売禁止規制において、その対象

エリアの拡大により高効率なガスタンクレス給湯器の販売が順調に推移し、好調な結果となりました。オーストラ

リアの売上高は12,337百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益は2,961百万円（前年同期比35.8％増）となりまし

た。

〈中国〉 

　内陸部のガスインフラ拡大や生活水準向上によって、主力商品の湯沸器販売は好調に推移したものの、為替の影響

を受けたことで、中国の売上高は7,819百万円（前年同期比5.9％減）となりました。また、人件費や原材料費の上昇

に加え、地方の販売拡大に伴い安価品の販売比率が増加し、営業利益は166百万円（前年同期比64.4％減）となりま

した。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当社は、上場会社である当社の株券等は原則として市場において自由に売買されるべきものであると考えてお

り、当社株券等の大量の買付行為を行う者による当社株券等の大量の買付け要請に応じて当社株券等の売却を行

うか否かは、最終的には当社株券等を保有する当社株主の皆様のご判断に委ねられるべきものと考えておりま

す。したがって、大量の買付行為が当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益の確保・向上に資する提案

であれば、一概にこれを否定するものではありません。

しかしながら、当社取締役会との事前の十分な交渉や取締役会の同意を経ることなく当社株券等の大量の買付

行為が一方的に行われ、その目的や買収後の方針等の十分な情報開示がなされない場合、当社の株券等を保有す

る株主の皆様がその保有する株券等の買付けの要請に応じるか否かについて、十分な判断を行うだけの時間およ

び情報の確保を困難にする恐れがあるものと考えております。

当社は、このような、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を毀損する買付けを行おうとする者は、

当社の財務および事業の方針の決定を支配する者としてふさわしくないものと考えており、これらの者による大

量の買付行為に対しては必要かつ適切な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同

の利益を確保する必要があると考えております。

②基本方針の実現に資する特別な取り組み

当社は、安定した収益基盤をベースとし、中長期的視野に立った競争力強化とあらゆるステークホルダーの満

足度を向上させることにより、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を確保・向上させることが、多

様な投資家の皆様からの当社への投資につながり、結果として、基本方針の実現に資するものと考え、次のような

取り組みを実施しております。

当社は、大正９年の創業以来91年にわたり、熱を通じて快適な暮らしを社会に提供することを使命とし、「和・

氣・眞」や「品質こそ我らが命」といった当社独自の精神を礎とし、高度な熱利用技術とモノづくりへのこだわ

りを持ち、厨房分野、給湯分野、空調分野を通して生活文化の向上に寄与すべく事業を展開してまいりました。国

内外すべてのグループ各社が、リンナイブランドのもと、豊かで快適な住生活の創造に向け、質の高い商品とサー

ビスの安定的供給に取り組み、これまでの発展を支えてきております。特に、海外での事業活動においては、40年

にわたる実績を積み上げてまいりました。結果、現在では16カ国に生産・販売拠点を有し、海外売上比率が３割を

超えており、当社の特性の一つとなっております。

当社は、持続的な企業価値向上のためには、長年にわたって取り組んできた安全・安心、環境、省エネ、健康・高

齢化を念頭に、「品質第一の顧客志向」の継続実施や「地球環境に配慮した商品提供」を行うとともに、「技術

革新による競争優位の強化」によって高水準な収益基盤と中長期的視点に基づいた成長戦略の実現が必要不可

欠であると考えております。

このような当社事業の歴史的背景と今後の方向性をふまえ、当社では、平成21年度に平成23年度を最終年度と

する中期経営計画「改革と躍進」を策定し、経営基盤の質的な再整備を行った上で、今後も人々の暮らしを支え

る熱機器事業を中核としながら、環境視点で世界の国々に最適な熱機器を提案する総合熱エネルギー機器メー

カーへの飛躍を掲げました。グループ競争力を高め本業による収益力と資本効率を向上させることにより、連結

営業利益率10％および連結ＲＯＥ8％を超える水準の維持を目標として取り組んでおります。

なお、当社は、コーポレート・ガバナンスの強化を経営上の重要な課題と位置づけており、経営環境の変化に対

応して、最適な経営体制を機動的に構築するとともに、事業年度ごとの経営責任の一層の明確化と、株主の皆様の

信任を問う機会の増加のために、取締役の任期を1年としております。

③基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取り組み
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当社は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止

するための取り組みの一つとして、当社株券等の大量の買付行為が行われた場合に、株主の皆様が、当社の特性を

ふまえた上で、当該買付行為に応じるか否かを判断するために十分な情報と時間を確保すること、また、大量の買

付行為を行う者との交渉の機会を確保することが、当社の企業価値を向上させ、株主の皆様の共同の利益を確保

することにとって不可欠であり、当社株券等の大量の買付行為を行う際の一定のルールを設ける必要があると考

えました。

そこで、当社は、平成20年５月13日開催の当社取締役会において、「当社株券等の大量買付行為への対応策（買

収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）の内容を決議し、同年６月27日開催の第58回定時株主総会にお

ける株主の皆様のご承認を経て、これを運用してまいりました。

本プランにおいては、当社株券等の特定株式保有者等の議決権割合を20％以上とする当社株券等の買付行為、

又は結果として特定株式保有者等の議決権割合が20％以上となる当社株券等の買付行為に対する情報提供等に

関する一定のルールを設定するとともに、対抗措置の発動手続等を定めております。

なお、本プランの有効期間は、平成23年６月29日に開催されました当社第61回定時株主総会（以下「本定時株

主総会」といいます。）の終了の時までとなっていましたので、当社は、平成23年５月11日開催の当社取締役会に

おいて、その内容を一部変更の上、本定時株主総会において株主の皆様のご承認が得られることを条件として、本

プランを継続する旨の決議をし、本定時株主総会において承認を得ました。

④前記取り組みが、基本方針に沿い、株主の共同の利益を害するものではなく、当社の会社役員の地位の維持を目的

とするものではないことについて

ａ.「基本方針の実現に資する特別な取り組み」

上記取り組みは、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を継続的かつ持続的に確保・向上させる

ための具体的取り組みとして策定されたものであり、基本方針の実現に資するものです。

したがいまして、かかる取り組みは、基本方針に沿い、当社の株主の皆様の共同の利益を害するものではな

く、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

ｂ.「基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止する

ための取り組み」

ア 買収防衛策に関する指針において定める三原則を完全に充足していること

　本プランは、経済産業省および法務省が平成17年５月27日付で発表した「企業価値・株主共同の利益の確

保又は向上のための買収防衛策に関する指針」において定められた三原則を完全に充足しております。

イ 株主の皆様の意思の重視と情報開示

　本プランの効力発生には、平成20年６月27日開催の当社第58回定時株主総会及び平成23年６月29日開催の

当社第61回定時株主総会における株主の皆様のご承認をいただいており、本プランの導入には株主の皆様の

意思が反映されたものとなっております。

　また、本プランの有効期間満了前であっても、当社株主総会において、本プランを廃止する旨の決議が行わ

れた場合には、本プランはその時点で廃止されることになっており、本プランは、その廃止についても株主の

皆様の意思に基づく形になっております。

　さらに、株主の皆様に、本プランの廃止等の判断および大量買付行為に応じて当社株式の売却を行うか否か

についての判断を適切に行っていただくために、当社取締役会は、大量買付情報、その他の大量買付者から提

供を受けた情報を株主の皆様へ当社取締役会が適時適切に開示することとしております。　

ウ 当社取締役会の恣意的判断を排除するための仕組み

(ⅰ)独立性の高い社外者の判断の重視

　当社は、本プランの導入にあたり、取締役会の恣意的判断を排除するために、独立委員会を設置すること

としております。

　当社に対して大量買付行為がなされた場合には当社取締役会の諮問に応じる形で、独立委員会が、大量買

付行為に対する対抗措置の発動の是非等について審議・検討した上で当社取締役会に対して勧告し、当社

取締役会は独立委員会の勧告を最大限尊重した上で決議を行うこととされており、取締役会の恣意的判断

に基づく対抗措置の発動を可及的に排除することができる仕組みが確保されております。　

(ⅱ)合理的な客観的要件の設定

　本プランは、大量買付者が、本プランにおいて定められた大量買付ルールを遵守しない場合又は大量買付

者が、当社の企業価値を著しく損なう場合として合理的かつ詳細に定められた客観的要件を充足した場合

にのみ発動することとされており、この点においても、当社取締役会による恣意的な対抗措置の発動を可

及的に排除する仕組みが確保されております。

(ⅲ) デッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと

　本プランは、当社取締役会により廃止することができるものとされていることから、デッドハンド型買収

防衛策ではありません。また、当社は、取締役の任期について、期差任期制を採用しておりませんので、本プ

ランは、スローハンド型買収防衛策でもありません。
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(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5,666百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,216,463 54,216,463

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株　

計 54,216,463 54,216,463 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

－ 54,216,463 － 6,459 － 8,719

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  5,156,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,984,600　 489,846 －

単元未満株式 普通株式 75,263 － －

発行済株式総数  54,216,463－ －

総株主の議決権 － 489,846 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

リンナイ株式会社
名古屋市中川区福住

町２番26号
5,156,600 － 5,156,600 9.51

計 － 5,156,600 － 5,156,600 9.51

（注）　当第３四半期末の自己株式の数は、5,156,698株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,338 29,621

受取手形及び売掛金 53,155 60,346

有価証券 28,663 24,858

商品及び製品 11,545 14,370

原材料及び貯蔵品 9,478 9,490

その他 5,413 5,392

貸倒引当金 △449 △507

流動資産合計 136,145 143,572

固定資産

有形固定資産 41,997 41,685

無形固定資産 1,581 1,490

投資その他の資産

投資有価証券 29,604 30,788

その他 12,603 12,445

貸倒引当金 △437 △391

投資その他の資産合計 41,771 42,843

固定資産合計 85,350 86,019

資産合計 221,495 229,592
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,781 44,297

短期借入金 6,277 5,969

未払法人税等 5,034 3,725

賞与引当金 2,765 986

その他の引当金 2,926 1,933

その他 12,515 13,968

流動負債合計 70,301 70,881

固定負債

長期借入金 2,763 2,722

退職給付引当金 4,547 4,653

その他の引当金 53 59

その他 2,718 2,824

固定負債合計 10,083 10,259

負債合計 80,384 81,141

純資産の部

株主資本

資本金 6,459 6,459

資本剰余金 8,719 8,720

利益剰余金 147,757 157,414

自己株式 △23,465 △23,469

株主資本合計 139,471 149,125

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △394 △307

為替換算調整勘定 △1,803 △4,254

その他の包括利益累計額合計 △2,197 △4,561

少数株主持分 3,836 3,886

純資産合計 141,110 148,450

負債純資産合計 221,495 229,592
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 178,453 184,773

売上原価 122,637 127,999

売上総利益 55,815 56,773

販売費及び一般管理費 36,267 36,080

営業利益 19,548 20,692

営業外収益

受取利息 584 750

持分法による投資利益 593 706

その他 641 653

営業外収益合計 1,818 2,111

営業外費用

支払利息 244 230

為替差損 474 152

その他 47 125

営業外費用合計 766 507

経常利益 20,600 22,296

特別利益

投資有価証券売却益 183 －

その他 10 －

特別利益合計 193 －

特別損失

投資有価証券評価損 59 1,555

点検費用等 526 －

点検費用等引当金繰入額 83 －

その他 225 －

特別損失合計 895 1,555

税金等調整前四半期純利益 19,898 20,741

法人税、住民税及び事業税 5,931 6,775

法人税等調整額 952 1,489

法人税等合計 6,883 8,265

少数株主損益調整前四半期純利益 13,015 12,475

少数株主利益 397 267

四半期純利益 12,617 12,208
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 13,015 12,475

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △690 87

為替換算調整勘定 △1,337 △2,510

持分法適用会社に対する持分相当額 △68 △118

その他の包括利益合計 △2,096 △2,541

四半期包括利益 10,918 9,933

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,753 9,844

少数株主に係る四半期包括利益 164 89
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費　 　5,740百万円 　5,568百万円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,138 22 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

平成22年11月５日

取締役会
普通株式 1,177 24 平成22年９月30日平成22年12月８日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成22年６月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式13,068百万円を取得いたしました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己株式数は5,155千株、帳簿残高は23,463百万円となってお

ります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,177 24 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月４日

取締役会　
普通株式 1,373 28 平成23年９月30日平成23年12月８日利益剰余金

EDINET提出書類

リンナイ株式会社(E01417)

四半期報告書

14/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）　

 報告セグメント　
その他

（注1）　

調整額

（注2）　　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）　

 日本 韓国 アメリカ
オースト
ラリア

中国

売上高         

外部顧客への売上高 123,89716,1349,88512,1048,3118,119 － 178,453

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13,049 197 41 2 943 1,180△15,414 －

計 136,94616,3319,92712,1079,2549,299△15,414178,453

セグメント利益 14,426 579 717 2,181 468 1,073 100 19,548

(注)　１．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

　　　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）　

 報告セグメント　
その他

（注1）　

調整額

（注2）　　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）　

 日本 韓国 アメリカ
オースト
ラリア

中国

売上高         

外部顧客への売上高 131,64315,8318,49112,3377,8198,649 － 184,773

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12,782 266 － 0 1,0411,499△15,591 －

計 144,42616,0988,49112,3388,86110,148△15,591184,773

セグメント利益 15,694 452 260 2,961 166 1,080 77 20,692

(注)　１．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

　　　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 252円32銭 248円84銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 12,617 12,208

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 12,617 12,208

普通株式の期中平均株式数（千株） 50,006 49,060

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額……………………………………… 1,373百万円

(ロ）１株当たりの金額………………………………… 28円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………… 平成23年12月８日

　（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

    

  平成24年２月７日 

リンナイ株式会社    

 取締役会　御中  

  有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士  西松　真人　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士  山崎　裕司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリンナイ株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リンナイ株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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